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１年生　第1セッション

クリティカル･シンキングって何？
所要時間
50分

目的
１．ピア･サポートの意味、中学校1年生の授業で学習することを確認させる。

２．よい人間関係を作るために、物事をいろいろな角度から分析することが必要であることに気づかせる。
３．自分の普段の思考や行動の仕方を振り返らせる。
準備するもの

□フラッシュカード(｢ピア・サポート｣「仲間・友だち」「支える・助ける」「仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合う」｢周りの人を大切にする｣｢自分を大切にする｣「クリティカル･シンキング」「物事をていねいに考え、判断すること」)

□模造紙①｢今日のテーマ・目標・学習の流れ｣
□ポスター｢1年生ピアの目標｣

□提示用プリント①～④

□提示用プリント⑤「A~Cの思考パターン」
□提示用プリント⑥「Dの思考パターン」
□プリントA「あなたならどう考える？」（両面印刷、生徒数）

□プリントB「その後はどうなる？」（B4に拡大、グループ数）

□第1回まとめプリント（第1回振り返り用紙と両面印刷、生徒数）
□第1回振り返り用紙（第1回まとめプリントと両面印刷、生徒数）　

般化維持プログラム　　　　　　　　　

□チャレンジ・プリント1，2（生徒数）

□中学校1年生ピアピア新聞第1号（生徒数）

□第1セッション学習ポスター「思考の4パターン」

生徒の持ち物

□中学校1年生予告プリント

□ピア・サポート・ファイル
□筆記用具

	活動項目

(所要時間/

累積時間：分)
	活動内容
	生徒の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．はじめに(5分)

	ピア･サポートの説明(3/3)
1年生の授業目標の説明(2/5)

	· この前、予告プリントでお知らせしたように、今日から「ピア・サポート」の授業を始めます。
· はじめに、この授業で大事なことを3つ確認します。
1．ピア・サポートの意味

・1つ目は、「ピア・サポートとは何か？」という問題です。

・「ピア」ということばはどんな意味でしたか？

· そうですね。「仲間・友だち」でした。
・では、「サポート」はどんな意味でしたか？

· 「支える・助ける」でした。

・この「ピア」と「サポート」の2つをつなげると、どんな意味になりますか？

・そうです。「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」という意味になります。
2．支え合い助け合う関係をつくるために大切な2つのポイント

・では、2つ目の問題です。みんながピア・サポートするために、大事なポイントが２つありました。何と何ですか？
· 1つは、「周りの人を大切にする」ことでした。
· そして、もう１つは「自分を大切にする」ことでした。
· みんながお互いに支え合い助け合うためには、誰もがこの2つのことをできるようになければなりません。どちらか一方ではなく、この両方ともが大切です。
・ピア･サポートの授業ではいつも、この2つのことを意識して学習するようにしましょう。
3．中学校1年生としての授業の目標

・では、3つ目の問題です。それは中学校1年生のピア・サポートで学習する目標のことです。
・1年生で学習することは何ですか？

・そうです。｢クリティカル・シンキング｣ですね。目標は『クリティカル・シンキングが出来るようになろう！』でした。
· ここにポスターがあります。みなさんで読んでみましょう。

→一斉に音読させる。「クリティカル・シンキングができるようになろう！」
· はい。では、クリティカル・シンキングの意味を覚えていますか？

· まだはっきりとはわからないかもしれませんね。というわけで、今日はこの授業でもう一度、クリティカル・シンキングの意味について考えていきます。

	｢仲間｣｢友だち｣

｢支える｣｢助ける｣

「仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合う」
｢周り･･･｣「自分の･･･」

「クリティカル・シンキング」「物事を・・・」

「クリティカル・シンキングができるようになろう」
回答する
	●フラッシュカード「ピア･サポート」

◇フラッシュカード提示

●フラッシュカード「仲間・友だち」｢支える・助ける｣「仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合う」
◇フラッシュカード提示

●フラッシュカード「周りの人を大切にする」「自分を大切にする」

◇フラッシュカード提示

●フラッシュカード「クリティカル・シンキング」

◇フラッシュカード提示

●ポスター「1年生ピアの目標」
◇ポスター提示


	2．今日のテーマ・目標・学習の流れの説明(2分)

	

	説明(2/7)
	1．今日のテーマと目標の説明
· では、今日の授業のテーマと目標を発表します。こちらを見ましょう。
テーマ：「クリティカル･シンキングって何？」
目標：自分の思考の仕方を振り返ろう！

・もし、授業の途中で何をしているのかわからなくなったら、このテーマと目標を思い出しましょう。

2．今日の学習の流れの説明
・次に今日の学習の流れを説明します(模造紙を指しながら順に説明)。
· ①「はじめに」のところで「ピア・サポートの意味」など3つのことを確認しました。
· 今は、②「今日の学習の説明」をしているところです。

· これから2つの活動をします。③の活動では、いつもみなさんが、どのような物事の考え方をしているか、を振り返ってみることにします。
· ④の活動では、自分の考え方に違いによって、その後がどのように違ってくるかを考える活動をします。

· 最後に⑤授業の「まとめ」をして、⑥「振り返り用紙」に授業の感想を書きます。それで終わりです。

· わかりましたか？


	
	●（あらかじめ掲示）模造紙①「今日のテーマ・目標・流れ」



	3.活動1「あなたならどう考える!？」 (15分)

	クリティカル・シンキングの確認(1/8)
活動の説明(3/11)
プリント記入
(4/15)
採点方法の説明

(1/16)
採点

(2/18)
4つの行動パターンの説明

(4/22)

	1．クリティカル・シンキングの意味
· では、これから1つ目の活動を始めます。「あなたならどう考える!？」という活動です。

· 始めに予告プリントに書いてあった「クリティカル・シンキング」の意味を確認しましょう。予告プリントを見てもかまいません。
· クリティカル・シンキングのクリティカルとは、どんな意味でしたか？
· 「批判的な」「厳密な」「ていねいに」、という意味でしたね。
· では、シンキングは、どんな意味でしたか？
· そうです。「考えること」です。｢思考｣「判断」でもよいです。
· では、この2つの言葉を合わせた「クリティカル・シンキング」の意味は？
· 「物事をていねいに考え、判断すること」になりましたね。
· さて、みなさんは日頃、どんなふうに物事を考え、判断しているでしょうか。
2．自分はどんな思考（行動）のパターンをしているか 

· ということで、プリントを使って自分の考え方のパターンを振り返ってみましょう。「あなたなら、どう考える！？」というプリントを配ります。配られたら氏名を書いて、問題を読みながら待っています。
· (プリントを配付し、名前の記入が済んだころ)では、進めていきます。
→問題を朗読。生徒に読ませてもよい。

· 場面は全部で４つあります。例として１つ目だけは、みんなで一緒に考えてみます。

→①場面１の状況を説明する。

②ア-エの選択肢を、以下のように読みあげる。

　ア：大きな声（怒鳴るくらい）で。

　イ：冷めた感じで。

　ウ：自信がなさそうに。

エ：冷静に分析して。

　③この4つの中から、一番近いと思う考え方を1つだけ選ぶことを説明。
· やり方はわかりましたか？では、場面2―4を、自分で進めましょう。時間は4~5分とります。あまり深刻に考えすぎず、ぱっと思い当たる考えに近いものを選んでいきます。では、始めましょう。
· (4分後、生徒の様子を見て)そろそろよいでしょうか。
· これから次の作業に入ります。プリントの3ページ目を見ましょう。最初の文章を読みます。
→問題の部分を読みながら、以下の手順を説明。

1 表の左の欄は場面。場面1から場面4まである。
2 右の欄は「選択した記号はどれですか？」という質問で、アイウエの記号が埋めてある。
3 それぞれの場面で○をつけた答えのアイウエを、この表に書き写し、各場面で1つずつ○をつける。

4 最後に列ごとに○の数を数える。最も○が多い列を確認して、その列の下のアルファベットを○で囲む。できたら、最下段の四角の中に、そのアルファベットを書き入れる。

＊生徒によっては、最も多い列が2つある場合もある。その場合、2つのアルファベットを書く。
· では、始めましょう。
· （様子を見て）記入は終わりましたか？こちらを見ましょう。今、みなさんが書いたアルファベットが、自分が多い考え方パターンです。
· では、順に聞いてみましょう。Ａになった人？Ｂになった人？
→それぞれのパターンを聞き、自分が当てはまるものに挙手させる。2つ当てはまる場合、両方に挙手させる。
· では今から、それぞれのパターンについて説明します（6年生でピアの授業を受けている児童は、以下の4パターンについて知っている。詳しく説明せず、圧縮する。ただし、フクロウだけは6年のプログラムでは「上手な自己主張パターン」という名称で学習している。ここでは、中学校に入り、レベルが上がったため、名前も変更になると伝える）。

3．考え方（思考・行動）の4つのパターンとは
· 人間の思考（行動）はさまざまです。それらを分類すると、4つのパターン(型、様式)に分けられると言われています。
· 私は、その4つのパターンそれぞれに、動物のニック・ネームをつけました。では、その4つの行動パターンについて説明します。
→以下を説明。この部分だけは、台本を朗読してもよい。
· Ａ攻撃パターン＝ライオン：自分の考えや意見が最も正しいと考え、一方的に「あいつが悪いんだ！！」「あの子はおかしい！」などと、相手を完全に否定します。そして、どうにかして、相手を納得させようとします。そして、そのためなら、行動が少し乱暴になっても仕方ないと考えます。

· Ｂ遠まわしの攻撃パターン＝キツネ：ライオンパターンと同じ様に、自分の考えや意見が正しいと思っています。しかしライオンとの違いは、相手に自分の思いをわかってもらうために、積極的に攻撃しようとしない、というところです。ですから、相手と口をきくのを避けたり、お世辞や嫌味っぽいことを言ったりして、なんとなく感じ取ってもらおうとします。
· Ｃ受け身パターン＝ヤギ：自分よりも相手の感情を第一に考え、自分の本当の考えは抑えたり、隠したりしようとします。「自分が悪いんだ」とか、「自分さえ我慢していれば、この問題はうまくいくだろう」、などと考えてしまうことがあります。
· Ｄ事実を追及するパターン＝フクロウ
（小6のピア･サポート・プログラムでは「上手な自己主張パターン」として学習している。中学校では、レベルを上げて、「事実を追求するパターンと覚えます」と説明）
：物事をよく調べて様々な角度から丁寧に考えて、自分の考えや感情を自覚します。それを相手に押し付けず、相手の考えや感情も、受け容れられるようにします。自分の疑問や感情は大切にしますが、起こった事実は正確にとらえて、偏らずに行動します。

　
· これが４つのパターンです。自分の物事の考え方は、説明の通りだと思いますか？

· たいていの人は、自分でも気がつかない間に、相手や場面によって、この4パターンを使い分けています。
· でも、人によってはいつもどれか一つに偏りがちになっていることがあります。それぞれのような思考（行動）のパターンは、問題に関わった人たちの人間関係を、その後どのように変えていくでしょうか？2つ目の活動で、この問題を考えてみます。


	「批判的な」「厳密な」「ていねいに」
｢考える｣｢思考｣「判断」
名前を記入する

選択する

記入する
挙手する
自分のことを思い浮かべる

	●フラッシュカード「物事をていねいに考え、判断すること」

◇フラッシュカード提示

●プリントＡ「あなたなら、どう考える？」
◇プリント配付
◇活動の補助

◇活動の補助

●提示用プリント①「攻撃パターン」
◇提示用プリント①提示

●提示用プリント②「遠まわしな攻撃パターン」

◇提示用プリント①提示

●提示用プリント③「受け身パターン」

◇提示用プリント③提示

●提示用プリント④「事実を追求するパターン」

◇提示用プリント④提示



	4．活動2「その後はどうなる？」(21分)

	活動の説明(2/24)

プリントの記入

(5/29)

全体シェアリング(11/40)

まとめ(3/43)
	1．それぞれのパターンはどんな結果を起こすか
· 今度は小グループで活動に取り組みます。グループに分かれましょう（1グループ3～4名程度、事前に決めて生徒に伝えておく）。
· これから、グループに1枚、プリントを配ります。プリントB「その後はどうなる？」というプリントです。配っている間に、グループの中で、プリントに記入する係を一人決めましょう（記入係も事前に決めておいた方が、スムーズ）。

· 決まりましたか。その人は、プリントを受け取ったら、記入者名のところに自分の名前を書きます。

· グループで相談するのは、先ほどのプリントに出てきた「場面１」についてです。数学のテストが返ってきた場面でしたね。
· プリントの4コマ漫画の下には、左の欄に自分の思考として4つのパターンが挙げられています。右の欄には「その後の人間関係」という空欄があります。
· その空欄にグループで話し合って答えを書きましょう。例として、攻撃パターンのライオンのところだけ書いておきました。
· そこにあるように「A君、しゃべったな！なんてやつ！ふざけんなよ！！」などとずっと考えていると、その結果、「相手を嫌いになり、お互いにけんか腰になっていくとか、口をききたくなくなる、そのまま仲が悪くなる」などの変化が考えられますよね？
· こんなふうに予想されるその後の人間関係をこれからグループで話し合って、残りの3つの空欄に書き込みましょう。時間は5分です。始めましょう。
· (5分経ったら)はい、5分です。時間になりました。それでは、人間関係がその後どのように変化すると考えたか、発表しましょう。みなさん、前を向きましょう。

→1つのパターンにつき2～3グループに発表させる。また、発表された意見に対して、同じことを書いたグループがあるかどうか、挙手させて確認するとよい。

【解答例】

B　・ぎくしゃくする。

・距離ができていく。

・お互いに信頼できなくなる。

・変な空気が流れる。

C　・自分が苦しくなっていく。

・表面的には変わらない。

・無理をして付き合っていく。

・変な空気が流れる。

D　・無駄な喧嘩をしなくて済む。

・お互いにすっきりする。

・本当の友だちになれる。

2．クリティカル・シンキングの重要性

· いろいろありますね。でも、こうしてみてみると、4つパターンの中では、フクロウの「事実を追求するパターン」が、最もよい人間関係を生み出す可能性が高いようです。
· では、今日の最後の問題です。なぜ、フクロウのような考え方が一番『よい人間関係を生み出す可能性が高い』と言えるのでしょう。フクロウのような考え方と、それ以外のライオン、キツネ、ヤギの考え方の違いは何でしょうか？
· （生徒の解答を無理には待たなくてよい）それは、フクロウ以外の3つの考え方のパターンには、こういう共通点があるからです。
· 「起こった出来事について、よく調べたり、考えたりしないで、思い込みや推測によって行動している」。
・思い込みや推測によって行動するというのは、例えばこういうことです。

○出来事をよく調べないで、部分的にとらえる。

○「絶対～だ！」と簡単に決め付ける。

○他人の言うことを、そのまま信じる。

○一度決めると、それをなかなか変えられない。

· それに対して、フクロウのパターンはこう考えています。
○すぐ結論を出さず、自分の最初の受け止め方に疑問をもつ。

○いろいろな可能性を考え、多くの情報を集めようとする。

○集めた多くの知識や情報に基づいて判断をする。

· つまり、思い込みや推測ではなく、｢事実｣を探し出そうとしています。
· こんなふうに、「事実」を求めて、物事をよく調べ、丁寧に考え、判断しようとする考え方を、クリティカル・シンキングと言います。

・このような考え方ができるようになると、その結果として、いろいろな場所でよい人間関係を作ることができるようになります。

・次回からは、どうすればフクロウのような考え方になるのか、そのことを学習します。

	グループになる

記入者を決める

グループで相談してプリントに記入する

発表する

少し考える

自分なりの応えを持つ


	●プリントB「その後はどうなる？」

◇プリント配付

●お助けカード

◇活動の補助

●提示用プリント⑤「A~Cの思考パターン」

◇提示用プリントの提示

●提示用プリント⑥「Dの思考パターン」

◇提示用プリントの提示



	5.まとめ(3分)

	まとめ(3/46)

	· それでは今日の授業の「まとめ」をします。「第1回まとめプリント」を配ります。配られたら名前を書いて、待っています。
→まとめプリントを読み上げ、空欄にキーワードを埋めさせながら、授業のまとめを行う。


	プリント記入
	●第1回まとめプリント/第1回振り返り用紙
◇第1回まとめプリントの配付



	6.振り返り用紙の記入(4分)

	配付と記入と回収 (4/50)
	· 最後に振り返り用紙に、この授業の感想や自分の考えを書きます。まとめプリントを裏返しましょう。

→各自、本時を振り返り、振り返り用紙を記入させる。
· では、今日はここまでにしましょう。


	振り返り用紙記入、提出
	◇第1回まとめプリント/第1回振り返り用紙回収 
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板書計画(案)                          　*学年目標のポスターは教室内で適当な場所にあればよい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒の意見(パターンごとに書く)
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周りの人を


大切にする











事実を





提示⑥





自分を


大切にする





提示⑤














仲間や友だち同士が、


お互いに支え合い、助け合う











模造紙①


目標


テーマ


＊あらかじめ黒板外に掲示











受け身





遠回しな





物事をていねいに考え、判断すること





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�＝


ピア・サポート


仲間・友だち　支える・助ける








　　　　





攻撃














クリティカル･シンキング





クリティカル・シンキングができるようになろう
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